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〈別紙１〉 

人口減少対策調査特別委員会設置要綱 

     

１ 設置の目的 

  豊岡市の人口減少に関する諸課題等を調査するため、地方自治法第109条及

び豊岡市議会委員会条例第５条の規定に基づき、特別委員会を設置する。 

 

２ 委員会の名称 

  人口減少対策調査特別委員会 

   

３ 委員の定数 

  ７名 

 

４ 付議事件 

移住・定住促進、子育て支援、産業振興などに関する調査研究等 

 

５ 委員会の設置期間 

  調査完了の時期まで 

 

６ 調査の経費 

  議会費の中で議長の定める額 

 

７ その他 

  設置期間中、議会の閉会中も継続調査できるものとする。 

 

 



〈 別紙２〉 

人口減少対策調査特別委員会重点調査事項（案） 

2025.12.22 

 

１ 移住・定住促進に関する事項 

 

２ 子育て支援に関する事項 

 

３ 産業振興等に関する事項 
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午前９時２２分開会 

○委員長（西田  真） 皆さん、おはようございま

す。 

 定刻前でありますけど、皆さんおそろいでありま

すので、ただいまより人口減少対策調査特別委員会

を開きたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 委員長挨拶ですけども、特にありませんので、年

の瀬も押し迫った委員会でありますけど、特に昼間

は暖かいような、１２月としてはちょっと異常な天

候になっております。また朝晩、急に冷え込んだり

なんかして、体調を崩さないようにお互いに気をつ

けて、年を越したいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 それでは、早速ですけど、協議事項のほうに入ら

せていただきます。 

 協議事項に入ります前に、連絡させていただきま

す。 

 委員会中の発言につきましては、必ず委員長の指

名を受けてから、マイクを使用して、発言の最初に

課名と名字をお願いいたします。 

 まず、（１）番の委員会所管事項の現状について

を議題といたします。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダ、人口減少対策調査特別委員会２０２５．１２．

２２の中に配信しております資料をご覧いただき

たいと思います。 

 今日はちょうど当局の皆さんは来年度の新年度

予算の編成に向けて知恵を絞っておられる時期だ

と思いますので、どのような思いを持って予算編成

に臨まれたのか、どのようなことに重点を置いて取

り組もうとしているのかということも含めて説明

をお願いしたいと思います。 

 それでは、経営企画課、地域づくり課、こども未

来課、こども支援課、環境経済課の順で説明をお願

いいたします。 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 経営企画課所管分に

ついて説明させていただきます。 

 資料は１ページとなります。１１月の委員会以後

の進捗については特に上げておりませんが、経営企

画課としましては、次年度以後の地方創生の考え方

について、各部署に示しました。そして、現在、そ

れぞれの部署において、その考え方を基に予算編成

等を行っているところです。 

 次年度以後の考え方についてということですけ

ども、２０２６年度からの後期市政経営方針と第３

期地方創生総合戦略につきましては、一体的に策定

するということで進めております。これは、地方創

生、人口減少対策は市のほとんどの施策、分野で取

り組んでいかなければならない総力戦であるとい

う、そのように位置づけたことによるものです。こ

の一体的に策定する計画の中で、まちづくりの長期

目標としている命への共感に満ちたまちをつくる

ため、全ての施策、分野において攻めの人口減少抑

制、これは量的緩和になります、と守りの暮らしの

質向上、質的改善、この施策を両輪で展開していく

ことを定める予定と、そのようにしております。 

 主な内容として、攻めの部分としては子育て世代

の定住促進、雇用創出、人材育成など、それから守

りの部分として災害リスクへの備え、共創の推進、

コミュニティの維持などが上げられます。 

 経営企画課からは以上です。 

○委員長（西田  真） 宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 地域づくり課から

ご説明申し上げます。 

 資料２ページをご覧いただきたいと思います。２

ページから４ページにかけまして、地域づくり課の

取組につきまして、資料にまとめさせていただいて

おります。前回からの変更点というか、進捗状況に

つきましては、それぞれ朱書きしておりますので、

ご覧いただきまして、確認いただけたらなと思って

おります。 

 その中で、幾つかだけご紹介させていただければ

と思いますが、こちら、３ページの中ほどになりま

すが、地域おこし協力隊の推進ということで朱書き

させていただいておりますが、来年度の４月採用を
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目途といたしました１２月募集を現在始めており

まして、８メニュー、９人を現在募集をさせていた

だいてるところでございます。 

 また、その下になりますが、結婚促進事業のうち

出会い機会創出事業ということで、マッチングイベ

ントのはーとピーということを月１回程度実施い

たしております。これにつきましては、基本といた

しましては従来、豊岡市在住在勤の男性と女性とい

うことでマッチングのイベントをさせていただい

ておりましたが、参加者の中で、やはり狭いコミュ

ニティにおきますと自分の身元がばれてしまうの

がちょっと嫌だというご意見もあったりしまして、

これまでから広域開催ということで、但馬地域の自

治体等とお声がけする中で連携したイベントがで

きないかということを取り組んでいたんですが、な

かなかできなかったんですが、このたび府県境をま

たぎまして、京都府の京丹後市さんのほうと連携を

させていただく中で、京丹後市さんとの広域イベン

トを試行的に実施させていただいて、豊岡市の女性

６名と京丹後市の男性６名とのイベントを開催さ

せていただくことができました。次におきましては、

また、豊岡市の男性と京丹後市の女性とのマッチン

グイベントというような形で実施していったりし

ながら、広域開催につきまして実施の拡充ができた

らなというふうなことも考えております。 

 続きまして、そちら、次のページに行きまして、

（３）番、若者交流イベントの開催ということで、

１２月１４日に、ＴＯＹＯＯＫＡ１９２５のほうを

お借りいたしまして、こちらはマッチングを対象と

するというよりも、若い方々が交流をするというこ

とを目的といたしましたイベント「Ｆ：Ｌｉｎｋ」

というものを実施いたしまして、２０代男女２４名

にご参加いただいたというような状況であります。 

 前回からの進捗状況は以上でございます。 

 また、来年度に向けての予算編成、取組状況とい

うことで、２ページの基本方針のほうに少し戻って

いただけたらと思いますが、この基本方針それぞれ

に基づきまして少しご説明させていただけたらと

思います。 

 まず１番の豊岡へ訪れる行動やＵＩターンを促

していくという方針に基づきまして、来年度も飛ん

でるローカル豊岡を充実していきたいというふう

に考えております。特に教育などの取組につきまし

て、分かりやすい情報発信にも努めていきたいなと

いうふうに考えております。 

 続きまして、２番の地域おこし協力隊を含めた

様々な人材によりまして、地域の元気を高めていく

という基本方針でございますが、こちら、地域おこ

し協力隊員やそのＯＢ、ＯＧによりまして様々な取

組が行われ、地域の活性化につなげていただいてる

ところでございますので、引き続き、協力隊員に選

ばれるまちとなるとともに、卒隊後も住んでいただ

けるような伴走支援に努めていきたいというふう

に考えてるところでございます。 

 ３番の若者が集い、交流する場や機会を増やしな

がら、交流・結婚に向けたきめ細やかな支援を行う

という方針に対しましては、現在、はーとピーの事

務局にプロジェクトマネジャーを雇用をいたして

おりますが、こちら、３年目の最終年度となるとい

うこともございますので、デジタル化や民営化につ

いての検討を加速化していきたいというふうに考

えてるところでございます。 

 そして、４番目の若者の交流を促進し、定住率の

向上を図るというとこでございますが、こちら、Ｔ

ＯＹＯＯＫＡミライスイッチというイベントを実

施いたしておりますが、こういったイベントを通じ

まして、協力隊員と地域の若者、学生等の交流によ

りまして自発的に地域を元気にするようなイベン

トが実施されたり、豊岡は若者を応援してくれる場

所であるという意識を持っていただけるような取

組を進めていけたらというふうに考えてるところ

でございます。 

 地域づくり課からは以上です。 

○委員長（西田  真） どうぞ、小野部長。 

○こども未来部長（小野 弘順） こども未来部から

事務概要を説明させていただく前に、私から前回の

委員会で事務概要を提出しなかった理由を少し説

明をさせていただければと思います。 
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 まず、私どもこども未来部におきましては、子育

て支援に関する様々な事務や事業を行っておりま

すが、これらの業務はあくまでもこどもやこどもを

取り巻く家庭が健やかに暮らしていける環境をつ

くることを目的にしたもので、直接的に人口減少対

策、つまり、人口増加を目的とするものではござい

ません。 

 また、こども未来部が所管しておりますこども計

画につきましては、人口動態の変化は背景要因の一

つとして踏まえておりますが、全てのこどもが心身

ともに健やかに成長し、こどもの幸せな暮らしの実

現を目指して作成したものでございます。 

 次に、本日の配付資料の中で、こども・子育て支

援の推進に係る庁内関係部署についてとこども・子

育て関係施策一覧をご覧いただきたいと思います。

ちょっと別添で資料をつけさせていただいており

ます。また後でもご覧いただければと思うんですけ

ど、これらの資料を見ていただければお分かりいた

だけると思うんですが、本市におきましては、こど

もが生まれ、成長していく各段階に応じて、こども

未来部に限らず、庁内の様々な部署がそれぞれの役

割と専門性を生かしながら支援を行っております。 

 以上のような理由から、前回の委員会では、誠に

申し訳ありませんでしたが、事務概要の提出は見送

らせていただきました。このことにつきましては、

先般、正副委員長にもご説明をさせていただきまし

て、ご理解をいただきました。その席上、正副委員

長から、こども未来部における子育て施策を説明が

欲しいと改めてご依頼がございましたので、これか

らこども未来課、こども支援課の事務概要につきま

して両課長から説明させていただきたいと思いま

すので、よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（西田  真） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 資料５ページにな

ります。少し長くなりますが、お許しください。 

 まず、こども計画の推進及び妊娠・出産・子育て

支援の推進です。 

 現況と課題の中で、市内では出産した家庭の約４

割が子育ての支援者がいない、強い育児不安、それ

から養育能力の低さ、経済的不安、心身の疾患など

の問題を抱えて、子育てにサポートを必要としてい

る状態にあります。 

 基本方針です。妊娠期から安心して子育てできる

ように、妊娠期、出産期、子育て期の各ライフステ

ージに応じて相談支援や母子健康に関する支援、そ

れから子育て支援、経済的支援など切れ目ない支援

を行うことです。 

 概要及び進捗状況になります。 

 まず、１、豊岡市こども計画の推進です。先ほど

部長からもありましたが、こどもに関する取組、事

柄は多岐にわたっているため、（３）になります、

子育て支援、経済的支援などに関する庁内の関係課

や関係機関との協議を随時行っております。 

 ２です。妊娠に関する支援です。この項目以後に

ついては、おおむね各ステージに分けて項目を作成

しましたので、実績数値等については記載しており

ますので省略して、事業内容について説明させてい

ただきたいと思います。 

 （１）特定不妊治療（生殖補助医療）費の助成で

す。こどもを持ちたい方に対し、一般不妊治療と比

較して高額になる生殖補助医療、体外受精でありま

すとか顕微授精の治療区分に応じた助成を行って

います。これはあくまでもこどもを望む方への支援

になります。助成については２０２２年度途中から

開始しておりまして、本年１１月末時点で、２０２

２年から２０２４年度申請の実人数９９人のうち

６１人、約６１．６％がその後、出産に至っており

ます。 

 （２）不妊治療ペア検査、不育症検査治療費の助

成です。不妊症の検査を行った夫婦や不育症の検

査・治療を行った夫婦に対し、その費用を助成して

いるものです。この検査費用、治療費の助成は県の

取組で、市が必須随伴としているものです。検査費

用については自己負担の１０分の７、それから治療

費については２分の１の助成を行っています。その

助成額の財源は県が半分、市が半分となっています。 

 次に、３です。妊娠期における支援です。 

 （１）妊婦健康診査費助成事業です。妊娠期に必
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要な妊婦健診について、１１万２，０００円を上限

に助成しています。健診については、既に皆さんご

存じだと思いますが、保険の適用外となるため、そ

の費用を助成しているものです。２０２４年度は助

成上限額が８万８，０００円としていましたが、今

年度から１１万２，０００円と上限額を９，０００

円増額しております。 

 （２）です。妊婦支援給付金の支給と伴走型相談

支援の実施になります。妊娠期からの切れ目ない支

援を行う観点から、経済支援とともに妊娠期から出

産・子育て期の一貫した相談支援になります。これ

は国事業になります。今年度制度化され、名称が変

更となっております。妊娠期に５万円、出産後に５

万円を支給しております。母子手帳の交付時、それ

から新生児訪問時に面談と併せて申請の案内を行

っているものです。 

 ４です。出産期における支援です。 

 ちょっと飛びまして、（２）１か月児健康診査助

成事業です。今年度、２０２５年度から国の助成制

度が創設されたため、生後１か月の乳児の健康診査

の費用助成を行っております。 

 （３）産後ケア事業です。一般的に産後１か月程

度は特に大変な時期で、実際にこどもが生まれてか

らでないと分からないことが多くあり、個別で対応

しているものです。 

 （４）産前産後サポーター派遣です。これは育児

支援や家事支援の援助ということになります。お手

伝いをするという取組です。 

 ５です。子育て期における支援です。 

 ここでは（２）の発達相談・育児支援教室につい

て説明します。小児科医師や臨床心理士による専門

的な相談支援です。市では４か月健診、７か月健診、

１歳半健診、それから３歳児健診、それから１歳児、

２歳児の教室、行っていますが、これらの健診や教

室などの機会で気になる場合では個別の声かけで

実施してる取組であり、必要な場合は社会福祉課の

所管する継続的な療育につなげております。 

 最後、（５）です。民生委員による乳幼児期の訪

問です。各地域の民生委員は新生児の訪問を行って

いただいております。各地域の民生委員さんは何か

を持参して訪問されていますが、今年度から、こど

も未来課のほうで、かさばらないもの、それから賞

味期限がないものとか好みのないものということ

を考えて、臭わないごみ袋を加えて、その表面に困

ったときは市のホームページに誘導する二次元バ

ーコードを貼付して、民生委員さんを通じてお配り

をさせていただいております。 

 来年度に向かってどのような思いを持って予算

編成を行ったのか、どのような点に力を入れて、人

口減少に取り組もうとしているのかについてです。 

 こども未来課としては、まずは継続的に事業を実

施すること、そのためにも国等の助成事業や交付金

事業を活用することを基本としております。こども

未来課の業務は、表面上は経済的支援であっても、

対人支援が要になると考えております。最近、国で

は、こどもに関する新たな施策、それから拡大する

取組が出てきております。国県等補助事業の動きを

しっかりと把握しつつ、効果等も考慮し、こども・

子育て世帯の支援を推進する取組については積極

的に取り入れていきたいというふうに考えており

ます。現在、予算要求中の時期でして、ちょっとは

っきりとは申し上げられないんですけれども、たと

え小さな額であっても、経済的支援につながるもの、

それから予防接種の制度が変わっておりますので、

国制度に対応したもの、これらはきちんと対応して

いきたいなと考えております。 

 私からは以上です。 

○委員長（西田  真） 吉本部次長。 

○こども未来部次長（吉本  努） どうぞよろしく

お願いいたします。 

 私からは、こども支援課分の事務概要についてご

説明をさせていただきます。 

 資料は８ページをご覧ください。まず、現況と課

題でございます。 

 子育てに困難を抱える世帯がこれまで以上に顕

在化していることや児童虐待も深刻化しておりま

す。加えて、養育能力の低い親が顕在化しており、

子供との関わり方に関する親への支援が必要とな



 5 

っております。また、母子家庭等は非正規雇用率が

高く、世帯収入が低いという傾向にあり、安定収入

を目指した就労支援が必要となっております。 

 基本方針です。 

 基本方針として２つの柱を掲げております。１つ

は、豊岡市こどもセンターを設置し、母子保健・児

童福祉の両機能の連携・協働を深め、子育てに困難

を抱える家庭への支援を図ること、２つ目に、母子

家庭等の課題を把握し、生活支援や就業支援等のメ

ニューを組み合わせたプログラムを策定すること

により、伴走型の自立支援を図ることとしておりま

す。 

 概要と進捗状況でございます。 

 本年４月に開設いたしました豊岡市こどもセン

ターにおいて、１１月末現在ではございますが、合

計１６回の合同ケース会議を開催し、支援方針です

とか情報共有を行っております。 

 アイティの７階にございますこども支援センタ

ーでは、主にこども家庭支援、特別支援、不登校対

策の業務を行っております。代表的な活動状況の指

標として、まず、こども家庭支援では児童虐待の通

告件数は２１件となっております。昨年４７件とい

うことですので、若干、年間でみれば今年は少なく

なっておりますが、ある程度一定数あるという状況

になっています。相談件数は６，１０４件となって

おり、平年と同じぐらいで推移しております。 

 特別支援の関係では、相談件数６６０件、発達等

の検査を１５０件実施しております。これは昨年よ

りも若干多いという傾向で推移しております。 

 不登校の対策では、こども支援センター内にふれ

あいルームがございまして、そちらの延べ利用者数

は８７２人、１日平均の利用者数は６．９人という

形になっております。傾向としては、今までは中学

生が主でしたが、小学生の割合が非常に高くなって

いて、五分五分で小学生と中学生が来ているという

状況になっております。 

 こども支援センターとして提供しております事

業は子育て世帯訪問支援事業と子育て短期支援事

業の２事業という形になっておりまして、いわゆる

ヘルパーさんが訪問して、養育能力の低いご家庭に

対して家事ですとか育児の支援を行う子育て世帯

訪問支援事業は、現在、実利用者数は２名で、延べ

利用時間数は３４時間というような実績となって

おります。 

 また、家庭における養育を受けることが一時的に

困難となった児童を施設等でお預かりする子育て

短期支援事業では、実利用者２名、延べ利用日数は

１２日というふうな状況となっております。 

 次に、母子家庭等の自立支援を図るため、自立支

援プログラムを策定しており、１１月末現在、新規

で３０件、継続支援で３９件の合計６９件をフォロ

ーしているという状況です。 

 また、母子・父子自立支援プログラム策定を受け、

自立に向けて意欲的に取り組むひとり親家庭など

に対し、家賃の支払いを支援するひとり親家庭住宅

支援貸付制度がございまして、こちらは県の事業と

いう形になっておりますが、これらの申請を今年度

３２件実施しているというような状況となってお

ります。 

 来年度の予算に向けての考え方ですが、基本的に

こども支援課が所管している業務は対人支援とい

うことで、課題解決型といいますか、実際、課題に

ある方に対していろんな形でフォローするという

のが業務になっておりますので、新たに予算的に大

きく変わったものはございません。しかしながら、

先ほど言いましたように、４月にこどもセンターを

設置して、母子保健の部分と児童福祉の、こちらを

強化するということで、今、手探り状況ですが、い

ろんな形を試行錯誤しておりますので、こちらのほ

うの強化をするということが来年度、特に大きなこ

とだと思っております。 

 こども未来部は以上です。 

○委員長（西田  真） 瀬崎部次長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） よろしくお願いしま

す。 

 それでは、１０ページ、１１ページをご覧いただ

くようお願いします。環境経済課の所管事務につき

ましてご説明をさせていただきます。 
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 資料につきましては、前回ご説明させていただい

た資料を基に進捗状況を１１月末に改めて作成し

ております。 

 進捗の変更点は、ちょうど資料の中段辺り、朱書

きしておりますが、１つ目の事業、内発型産業の育

成及び地域経済の担い手育成の推進の（２）として

ビジネス相談窓口、ＩＰＰＯ、こちらの進捗が数が

増えておりますので、修正をしております。相談者

数が前回５２名でしたけども、３名増えておりまし

て、５５名に、また、相談件数が１１２件から５件

増加しまして、１２７件となっております。 

 ちなみに、この相談窓口、ＩＰＰＯですが、ご承

知のように、商工会、商工会議所、それぞれ事業者

の皆さんの支援をする組織になりますが、これから

事業をしようとする人はどちらの団体にもなかな

か入れない、入るのを躊躇されるというケースがあ

るということで、７年間続けておりますが、創業し

たい人、また、創業に向けて様々な不安がある人、

加えて創業されましたが、一度、ＩＰＰＯのほうに

も相談をしたい、商工会、商工会議所と連携して相

談をしたいということで続けております。 

 このＩＰＰＯですが、毎月５回の開催ということ

を基本に持っております。加えまして、ビジネスセ

ミナーとして、商工会や商工会議所と連携していわ

ゆる成功事例ですね、こういったことを学んでいた

だくものを年４回開催をするという予定にしてお

ります。今年度は２月に最後のセミナーを計画して

いただいてまして、たくさんの方に参加いただくよ

う周知に努めてまいります。 

 新年度につきましては、それぞれ各課からご報告

ありましたとおり、予算要求の途中ではありますが、

環境経済課としましては、今年度取り組んでおりま

す基本的な重点事業、ここについては継続的に支援

することが重要と考えております。しかしながら、

国のほうでも、稼ぐ力強化総合支援事業という強い

事業を予定をされておりますので、そういったもの

の位置づけに合うように、１つ目としてはインター

ンシップへの支援、こちらについてを強化したいと

考えています。今、労働力が不足しておりますが、

豊岡の中でも様々、大学院で研究しとられる生徒さ

んとか、たくさんの方がインターンシップで豊岡に

来られておりますので、こういった皆さんへの支援、

また、就業につながるような強化、こちらについて

も一策を講じる必要があると認識をしています。 

 それから、２つ目です。専門家の派遣活用制度の

運用、こちらについても強化を考えています。様々、

国際情勢も変わっておりまして、中小零細企業それ

ぞれの規模に応じて専門家の派遣が必要なことが

たくさん出てきております。こういったところの派

遣制度についてもしっかりと活用を検討していき

たいと考えます。 

 それから、３つ目の柱としましては、成長投資、

こちらが必要となる経営体、こういったところに革

新的な支援についても必要だと思っています。現在

は創業的な支援と少しビジネスの力を上げるよう

な支援、こういったところに力を入れておりますが、

国のほうでは１００億宣言事業者というのを募っ

て、市内では３社が今、手を挙げておられますが、

そういったところを力強く支援するのが国の施策

になります。ただ、ほとんど豊岡市内では中小零細

企業の皆様のご活躍で市を支えていただいてます

ので、まず、目指すところとしては国が目指される

１００億宣言事業者、企業、こういったところにな

ると、国がたくさん支援制度を持っておられますの

で、そういったところに誘引できるように中小零細

の皆様のお気持ちに沿った成長投資型の革新的な

支援、こちらについてもしっかりと要求したいと考

えています。 

 それから、最後です。しっかりしたものを作って

も、売れないとビジネスは成り立ちませんので、事

業の皆様と相談しながら、産業展への共同出展、こ

ういったことについても企画提案をしたいと考え

ております。 

 ご説明しました４つのフェーズをしっかりと国

の施策、県の施策と結びつけれるように考えて、中

小零細企業の皆様の成長を積極的に後押ししたい

と考えています。 

 それから、特産振興になりますが、やはりかばん
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産業に従事しておられる市民の皆様、たくさんいら

っしゃいます。新年度は豊岡鞄のブランド認証から

２０年をちょうど迎えますので、そこに向けてもど

のような支援、施策が必要なのか、鞄協会、工業会

の皆様と相談しながら、しっかりと認知拡大と人材

確保、こちらに取り組めるように予算要求をしたい

と考えています。 

 環境経済課から以上です。 

○委員長（西田  真） 終わりましたね。 

 説明は終わりました。 

 質疑、意見等はありませんでしょうか。どなたか

らでも結構です。 

 太田委員、どうぞ。 

○委員（太田 智博） おはようございます。 

 数点、ちょっと教えていただきたいです。 

 この件につきましては、私、一般質問をさせてい

ただきましたので、そこでちょっと回答をいただい

た中でも理解できてない内容もございましたので、

改めて教えていただきたいと思いますけど、まず、

３ページです。民間が開催するイベントへの補助っ

ていうことで、出会い機会創出事業補助金というの

が３件決定で、１５万円の交付決定されてるんです

けど、一般質問の中ではこういう食堂だとか飲食業

界っていう答弁がかなりあったかなと思うんです

けど、今、ここ１０年ぐらい遡っても、民民でいろ

んな交流イベントとかをされてる団体、会社がある

んですけど、それは市のほうも把握されてないよう

な、そういうイベントもあるんですけど、そういう

とこが申請、飲食店じゃないですよ、してきた場合

にそういう補助の対象になるのかっていうのを一

つ教えていただきたいのと、次に、７ページです、

民生委員による乳児家庭訪問の依頼件数が１９１

って書いてあるんですけど、この依頼件数というの

がちょっとよく分からなくって、民生委員さんによ

る乳児家庭の訪問、誰がどこに依頼をされてるのか

が分からなかったので、少し、勉強がてら、教えて

いただきたいなというふうに思います。 

 ３点目です。１０ページになります。先ほどの説

明にはありませんでしたけど、継業バンクによる事

業承継の推進ということで、５年間されてきて、承

継成立がゼロ件になってます。このゼロ件というの

をどのように判断されてるのかが一つと、前あった

お店が継承されて、その継承先がうまい具合にいっ

てないとこも、市街地、あるんですね。そういうと

こはここに該当してないのかどうかなと思って、そ

の辺の具体的なことも教えていただけたらなとい

うふうに思いますので、３点お願いをしたいという

ふうに思います。 

○委員長（西田  真） 宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 出会い機会創出事

業につきましてご回答させていただけたらと思い

ます。 

 こちらの事業につきましては、委員ご指摘いただ

いたような形の申請というのはあまり例は見ない

わけなんですけれども、基本的にはそういった事例

を排除するものではないというふうには考えてお

ります。また一度ご相談いただけたらと思っており

ます。主にこちら、補助要綱ございますが、市内に

事業所及び活動場所を有する団体の皆さんが主催

していただきまして、市内の場所で２０歳から４９

歳以下の独身男女を対象としてカップリングを行

うようなイベントを実施していただきました場合

に助成させていただくということでございます。で

すから、繰り返しになりますけれども、そういった

事例はあまり少なくて、現在のところ、飲食店等の

皆さんが主催していただいてるイベントではござ

いますが、対応できるのではないかと思いますので、

そういった主催される団体がございましたらまた

おつなぎいただいて、ご相談いただけたらと思いま

す。以上です。 

○委員長（西田  真） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） ７ページの民生委

員による乳児家庭の訪問についてです。 

 これは、各地域の民生委員さんにお願いしており

ます。出生された家庭の名簿を各振興局にお渡しし

て、それを通じて民生委員さんが訪問していただい

ています。名簿発信するタイミングでは生後１か月

前後のタイミングで、転出した人、それから入院中
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赤ちゃんとかは除いて、入院されている赤ちゃんは

次のタイミングのときに名簿を入れるような形で

民生委員さんにお願いをしているという状況です。

４月からの年度の数です。以上です。 

○委員長（西田  真） 瀬崎部次長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 継業バンクについて

のご質問いただきました。 

 この資料のほうに掲載しております、アとして、

成立ゼロ件というのは今年度の件数になります。５

年間の成立は４件ありまして、そのうち、うまくい

ってないとこがあるんじゃないかというので、１件

出てきております。 

 まず、前提としまして、事業継承されるパターン

って３パターンございます。身内の承継、これが１

件、会社の中の従業員さんが継承されるっていう、

いわゆる事業内継承が２件目、３パターン目が全く

関係ない方、全国の皆さんで興味がある方。継承バ

ンク、実はこの豊岡市が日本で一番初めに、第１号

としてこちらのほうに、サイトに登録しております。

ここは、我々の先輩が５年、６年前に事業承継が豊

岡市にとってもうこれからもっともっと課題が出

るという前提で議会のご承認をいただいて、ホーム

ページのほうにアップをさせていただいてます。市

のホームページではなくて、事業承継専門のホーム

ページがございまして、そちらのほうにアップをさ

せていただきます。その際には事業を継承したい、

会社を今、やっておられる方と不動産屋さん、それ

から金融機関、豊岡市、この４者がパートナーとし

て様々な条件を、例えばですけれども、私が喫茶店

をやっている者で、土地と建物、中のものを全部入

れて１億円で承継したいんだと。そうしたら、行政

としてはその１億円が高いのか安いのかなかなか

難しいですし、判断もしづらいので、不動産屋さん

は、いや、不動産鑑定価格では、これ、２，０００

万円ですよと、あわせて、金融機関さんは、これ、

もう３０年たってるんで、減価償却率も考えると７

００万円ぐらいちゃいますかといったアドバイス

を売りたい、承継したい人にアドバイスをされます。

いやいや、２，０００万円だと言われると、最後、

決定されるのは承継される方なんで、２，０００万

円としてホームページに載せます。載せて、成立し

ないというのは、恐らく需要と供給がマッチングし

ないということもあり得ますので、現在も事業承継

マッチングというのはずっと続けております。こち

らに記載しておりますのが募集中ということで、も

うやめたとかやっぱり承継せえへんと、また、身内、

事業者で承継ができたといった場合は削除してい

きますし、現在、登録が７件、公募を全国にさせて

いただいてるといったような記載の仕方になりま

す。以上です。 

○委員長（西田  真） 太田委員。 

○委員（太田 智博） 各、それぞれ、ありがとうご

ざいました。 

 民民のイベントにつきましては、また課長と連携

させていただけたらと思いますし、相談に乗ってい

ただけたらと思います。何カップルか成立して、結

婚まで至ってるような実績もありますので、またご

相談をさせていただけたらというふうに思ってま

す。 

 民生委員のやつは、民生委員に依頼が来るんです

よね。そこに多分、区長とかはもう飛ばして、直接

民生委員さんとかに依頼が行ってしまってるのか

どうか、あんまり記憶がなくて、ちょっとそれまた、

この場でなくてもいいんですけど、教えていただけ

たらと思います。 

 最後、継業バンク、多分、僕と瀬崎次長、１件、

うまくいってないとこのは同じ共通した認識なの

かなと思いますけど、やっぱりずっと休業されてて、

周りからはどうなるんだって意見が上がってる中

で、いきなり看板は付け替えられて、何か料理屋の

看板が上がってたんですね。この前、場所は変わり

ますけど、総務委員会の中で、乙女の湯のことを参

考に、福田委員のほうが港西小学校の関係、かなり

質問されてたんですけど、同じくやっぱりしっかり

した審査を、北海道の方だと思うんですけど、され

て、もうすぐにおられなくなってしまって、結構、

治安的にいろいろ周りの方々が意見あった中で、こ

の前、週末、いきなりそこの看板が付け替えられて
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て、全然、僕ら、把握できてない中でそういうこと

が進んでいってるので、少しここ、気になったんで

すけど、その辺、もし何かコメントがあれば教えて

いただけたらと思いますけど。 

○委員長（西田  真） 瀬崎部次長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 申し上げにくいこと

も幾らかはありますけれども、お含みおきいただき

ながら、まず、経過としましては、継業バンクに登

録をされた喫茶店のオーナーの方とそれを継承し

たいと名のられた方との間で一回成立がされてま

す。物件の売買は終了しております。不動産屋さん

ですとか登記もされまして、前オーナーさんは必要

な、自分でこの金額といった金額を受領されて、一

回、民民の間で売買が、契約を成立してます。です

ので、今の持ち主さんが次の持ち主さんに新しく譲

られるというのが、これ、民事的にいったら自由に

なってきます。 

 しかしながら、我々としましては、不動産屋さん

ですとか金融機関、前のオーナー、もちろんそうで

すけれども、やはり周りの地域の皆さんとの合意形

成というのも重要だという認識の下で、金融機関さ

んを通じて新しく、一度、取得された方に問合せを

させていただきました。本来ですと、もう民民です

ので、その方からすると、市役所、何を言っとるん

だと、もう俺が前のオーナーとの間でやり取りも済

んで、登記も済んで、自分のものを誰に売ろうとっ

ていうことっていうのは百も承知ですけども、いや、

申し訳ございませんと、教えてくださいということ

で照会をさせていただいとるといったのが経緯に

なります。新しい方が継承、継承といいますか、そ

ちらのほうでビジネスをなさるというところは情

報としてはいただいておるといったのが市の現状

であります。 

○委員（太田 智博） 分かりました。それ以上はも

う聞きにくいことになりますんで、やめときます。 

○委員長（西田  真） 若森課長、どうですか。 

○委員（太田 智博） もしあるんだったら。 

○こども未来課長（若森和歌子） 民生委員さんに直

接お渡ししてますので、区長さんにはお渡ししてい

ません。 

○委員（太田 智博） 行ってんのか、直接。分かり

ました。ありがとうございます。 

○委員長（西田  真） 太田委員、よろしいか。 

○委員（太田 智博） はい、いいです。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） まず、子育て支援が人口減少

対策に市としてなるのかという問題を市はどうい

うふうに捉えられてるのかというのが１つとゼロ

歳から２歳の無償化がこれからどんどんなると思

うんですけども、国として、今、だから、ゼロ歳か

ら２歳までの無償化に関しての豊岡市のやってる

こととこれからどう考えておられるのかっていう

のをちょっと教えていただきたいと。 

○委員長（西田  真） 小野部長。 

○こども未来部長（小野 弘順） 子育て支援が少子

化対策、人口減少対策になるのかどうかっていうこ

となんですけど、結果としては直接的にはならない

のかなというふうに考えてます。間接的には効果が

あるにしても、直接的なものではないかなというふ

うに思っております。といいますのも、子育て支援

ということで我々はやっているんですけど、やはり

子育て支援というのは子育てをしてる家庭の方が

安心してこの豊岡で子育てができるようにという

環境整備を進めていくっていうことが主目的であ

りまして、まずは我々、そういったことで切れ目の

ない支援をさせてもらってるということなんです

けど、そういうふうな支援をすることによって、親

御さんたちがこのまちで子育てしても大丈夫なん

だという、そういうふうなものを認識してもらうこ

とにつながることで、結果として定住にまず、つな

がって、さらにはこのまちでさらにまたこどもを産

んでいこうというようなことにつながるのかなと

思っております。ですので、子育て支援は結果であ

り、出発点はやはりその他いろいろな我々がやって

おる事業もそうですし、それ以外にもほかの課がや

っておりますこども医療費ですとか保育の関係で

すとか、さらには雇用関係も大事だと思いますし、
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さらにはまた、住まいの関係だとか、いろんな関係

があるわけなんですけど、そういったものも含めて

子育て支援なんですけど、繰り返しになりますけど、

直接的ではない、間接的なものだというふうに認識

しております。 

○委員長（西田  真） 吉本部次長。 

○こども未来部次長（吉本  努） 無償化の話をい

ただきましたけども、所管してるのは教育委員会の

幼児育成課になりますが、分かる範囲でお答えをさ

せていただければと思います。 

 ３歳以上で無償化が始まって、それに伴って０、

１、２歳の部分も入園率が非常に高まっています。

ざっくりですけども、今、０歳児でも来年の申込み

状況っていうのがある程度分かっていて、それでも

７割ぐらい。１歳児でいくともう７５％以上、２歳

児になると約９割が入園をされるという形になっ

てます。そちらの分の無償化という形になりますと、

恐らく億単位のお金の部分が動くという形になり

ますので、こちらの部分の予算的なものをどうする

のかというのを市として考える必要があるかなと

いう部分で思っています。 

 それと、国の動きの部分も、０、１、２歳に対す

る無償化、どうするのかというふうなことも併せて

ですけど、どちらかというと、まず、給食費とか、

そちらのほうの部分が先に出て、その次の部分の段

階で無償化というふうな考え方は出ているという

のがあるので、恐らく教育委員会としても、その辺

りの分をにらみながら、どういう形でしようかって

いうのを検討されてるというふうには思っていま

す。 

 ちょっと補足になってるかどうか分かりません

けど、以上です。 

○委員長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ありがとうございます。 

 私がよく聞くのは、近隣市町と比べて豊岡市が例

えばサービスがほかよりあれだということで、子育

て世代の方々が例えば近隣市町に住むっていう選

択をされるっていうの、よく聞くんです。先ほど直

接的には関係ないというふうに言われるんですけ

ど、私が聞く中ではそれを選んで向こうに定住して

しまうっていう、それは子育て時代だけかも分から

ないんですけど、また子育て時代が終わったら、こ

っち帰ってきなる可能性もありますけど、そういう

ことをよく聞くんです。それでちょっとお聞きした

んですけど、それについてはどういうふうに思われ

るのか、まず１点。 

○委員長（西田  真） 小野部長。 

○こども未来部長（小野 弘順） 人口減少対策って

いうのは、一つは自然増、こどもを増やすというこ

とで、２つ目には社会増ということで、先ほど竹中

委員が言われたのは社会増のほうかなというふう

には思います。確かにおっしゃるとおり、豊岡市は

ほかの市町に比べてこども医療費の関係ですとか

保育料のほうがよく高いっていうイメージがあっ

て、そのことでほかのまちに移住したいっていう話

も、私どももこども計画の策定のときにアンケート

調査を取った段階でそんな意見があったというの

は承知しております。ということで、我々も豊岡市

はそういったところでは、医療費だとか保育料の点

では確かに金額的には劣っている部分はあるわけ

なんですけど、一方で、教育関係ではこどもの生き

抜く力ということでコミュニケーション教育だと

か、また、こどもたち、小さい、乳幼児に対しては

英語教育でありますとか運動遊びですとか、本当に

まだほかのまちでは実施していない事業もやって

おりますので、そういったことをまずは市民の方に

知っていただいて、また、市外の方にもどんどんＰ

Ｒをして、そういったことを今後努めていく中で、

豊岡市でこどもを産んで、育てても大丈夫なんだと、

また、このまちで生まれたこどもたちが生き抜く力

を育まれる教育を豊岡市がやっているんだという

ことを市民の皆さんに知っていただくような情報

発信を特に来年度は力を入れて取り組んでいきた

いというふうに考えております。 

○委員長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） よく分かりました。 

 あと、１点ちょっと勉強不足で教えてほしいです

けど、今度始まる誰でも通園制度は、これは０歳か
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ら２歳の非課税世帯の方は無償になるんですかね。

その辺、ちょっと僕、ネットで検索すると出てくる

んですよ。０歳から２歳、非課税世帯、無償化にな

る、どうのこうのってあるんですけど、その辺、ち

ょっと教えてください。 

○委員長（西田  真） 吉本部次長。 

○こども未来部次長（吉本  努） 誰でも通園制度

の分も、所管は幼児育成課という形になっておりま

して、基本的に国のほうから示されているのがおお

むね１時間当たり３００円ということで、非課税が

どうなのかということまでは存じ上げておりませ

んが、基本的にはそれぐらいだということでご承知

おきをいただければと思います。 

○委員（竹中  理） すみません。いいです。 

○委員長（西田  真） 竹中委員、よろしいか。 

○委員（竹中  理） はい、いいです。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） おはようございます。 

 ちょっと教えていただきたいことがあって、少子

化対策ということでよく理解してるんですけども、

結婚適齢期っちゅうのは何歳から何歳ということ

で考えておられますか。結婚の適齢期、そんなこと

は想定していないか、２０歳から４０歳とか。 

○委員長（西田  真） 谷口室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） 地方創生の総合戦略を

策定する上では若年女性人口という定義を使って

まして、それは１５歳から４９歳までということで

す。 

○委員（福田 嗣久） １５歳から４９歳。いわゆる

結婚適齢期っちゃな考え方はしてへんのか、昔によ

う言われた。それは男性でも女性でもだで。 

○市長公室長（谷口 雄彦） 結婚適齢期ということ、

特に議論、一つの要素としてはあるんでしょうけど

も、そこにフォーカスして議論はしてなくて、出生

数を増やす要素として若年女性人口の数、それから

結婚率掛ける出生率が出生数につながってきます

んで、まずは社会増として若年の女性を増やす政策

と、それから結婚をしていただく政策と子供を産み、

育ててもらいやすい環境をつくる政策の組合せで

やっていくと。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりましたけども、

うち、少子化ということで大変、少子化は認識して

るんですけども、女性の回復率、男性の回復率、よ

く聞かせていただく、それもあるんですけども、と

もかく、結論から申し上げると、男性の独身者が非

常に多いのが状況ですので、今、結婚適齢期って基

本的には２５から４０ぐらいだと思うんですけれ

ども、これ、どうしたらいいかな。そこを解決せん

と、子供、出生率考えたって、結婚の分母を増やし

ていかんと増えません、将来、基本的には。それか

ら、議論の中心が結婚者を増やす政策にならんと増

えへんからな、結果としては、そこへ目が至ってる

んかなというふうな気がして、それで結婚適齢期が

どうこうということを言わせていただいて、そこか

ら派生して、考え方として、２５から４０でもいい

んですけれども、２０から４０でもいいんですけど

も、男性はそこで、どれだけが豊岡にいらっしゃっ

て、どれくらい結婚してないのかということが認識

ができてるのかな思って。例えば５，０００人いら

っしゃって、男性が結婚してるのは４０％とか５

０％とか、その辺の数で評価は当たってるんでしょ

うかな思って聞いとったんだけど、少子化対策対策

言うて出生を、子供を増やすいうても、やっぱりそ

この分母が増えんと、増える理屈はないんでな。そ

うでしょうが。 

○委員長（西田  真） どうでしょうか。 

○委員（福田 嗣久） 女性が何人いらっしゃる、男

性、何人いらっしゃる、結婚してんのは何ぼ、男性

が何ぼ、女性が何ぼ、そこをどうするんだいうこと

をせんと解決せえへんような気がして、そこをどう

だというても解決せえへんと思うんだけんな。 

○委員長（西田  真） それは統計は取っておられ

ますか。 

○委員（福田 嗣久） あるんでしょうね。 

○市長公室（谷口 雄彦）あります。ちょっと待って

ください。 
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○委員（福田 嗣久） どれぐらいの結婚してない、

そういう適齢期の人がいるんだろう思って、聞いと

ったんやけんな。 

○委員長（西田  真） 今、出てきますか。 

 暫時休憩します。 

午前１０時１６分休憩 

──────────────────── 

午前１０時１６分再開 

○委員長（西田  真） 休憩前に引き続き再開いた

します。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 要するに独身者が非常に目に

つくわけです、基本的には、特に３０から４５ぐら

いまでの人。結婚はしたいんだけど、結婚しない、

あるいはできない。女性が、回復率見たら、５０％

の男性が回復で、女性が二十七、八だったと思うん

だけども、女性数が圧倒的に少ないわな。少ないと

思うんですけども、そこでやっぱりマッチング、マ

ッチングいったって限界があるしなと思いながら、

それで、何か身元ばれるような話もこの前、さっき

されましたけども、結婚のマッチングの会を開いて

も身元がばれるから嫌だというような話もあった

し、私が独身だったらそう思うわな。さあ、どうす

るんかなと思って聞いてるんですけども、だから、

子育てで豊岡市から離れていって、養父のほうがい

いわと、朝来のほうがいいわという話もよう聞きま

すわな。それはそれで、それはもう僅かなことやと

思うんだけど、どうぞ。 

○委員長（西田  真） 谷口室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） お求めの数全てではな

いですけども、先ほど申し上げた若年女性人口にお

ける未婚率、１９８５年から数字がありまして、１

９８５年が２９．１％でした。それが２０２０年は

３９．９％まで未婚率が上昇してます。それから、

有配偶者率、若年女性人口のうちの配偶者がいらっ

しゃる率ですけども、１９８５年が６７．３％の方

が配偶者がいらっしゃいましたけれども、それが２

０２０年には５３．２％に低下をしています。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そうすると、半分ぐらいは女

性もな。ということは、男性はもっと少ないという

ことか。さっき僕が言った視点は合ってるわな。そ

ういうことになるわな。大変だ。大変ですけども、

どうしたらいいんですか、皆さん。少子化、人口増

やそうって言ってやってるんですけども、大変難し

いなと思って聞くんやけども、だから、子育てしや

すいまちということは一つ、当然あるし、それと結

婚を前段として、分母としてどう増やすかな。これ

がなかなか増えようがないですけど。さあ、もう帰

って考えるわ。 

○委員長（西田  真） どなたか答弁していただけ

れば。 

 宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 福田委員の質問に

適切にお答えできてるかどうか分かりませんけれ

ども、資料３ページのほうをご覧いただけたらと思

います。４番、結婚促進事業ということで、私ども

のほうで、（２）番、縁むすびさん事業ということ

でやらせていただいております。こちらにつきまし

ては、昨年度まではーとピーの事務所を地域づくり

課に設けておりましたが、今年度からアイティに移

転した中で、登録者数が、やはり相談しやすいとい

うことで、たくさん増えてきてるという実態がござ

います。ただ、その中で、ボランティア登録者数に

ついてはそんなに増えてないということもござい

ますので、なかなか登録者数が増えてもこれ以上対

応はできないという今、状況になっておりまして、

先ほど少し申し上げたんですけれども、ＤＸ化とい

うことで、アプリ等を使いながらこの２人が相性が

いいんじゃないかというようなことができないか

っていうのを今、模索してるところでございます。 

 あわせて、こちら、登録者数見ていただいたら分

かるとおり、登録いただいてる方はほんの、多分、

未婚者の一部でしかないかと思っております。こう

いったところをどのような形で登録していただけ

るようにしていくのかっていうのも次の課題では

あるんですけれども、重ねてになりますが、今のと

ころでいきますと、お見合いをボランティアで手伝
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っていただきますボランティア登録者数の数に限

りがありますので、現在の状況ではなかなかこちら

の登録者数をこれ以上増やしても対応できないと

いう少しジレンマになってるということで、こちら

につきまして、来年度、しっかり検討していけたら

と思っております。以上です。 

○委員長（西田  真） 谷岡部長。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） 補足ですが、先ほ

ど委員のほうから男のほうが人口多いんではない

かと言われたんですけど、今、２０２５年の人口ピ

ラミッドを見てますと、２０歳から４９歳までを見

ても、そんなに男女で変わりはないです。男女がそ

んなに、何ていいますかね、多くなるのは特に女性

の、そうですね、７０歳以上は女性が多いですが、

今言われている適齢期ですとそんなに変わらない

です。 

 施策のことになるんですが、先ほど宮田課長申し

上げましたけれども、我々としてはかなり一生懸命

やってるつもりでいますけれども、どうしても把捉

しているのが３５０人ぐらいでごく一部の人しか

手が届いていないと思います。ですので、施策とし

ては我々のところの機能をもっと上げるようなこ

とにするのかどうかみたいなことは多分、政策選択

としてはあるんだろうなと思いますが、先ほど申し

上げたとおり、どうしてもそれだけ登録件数増やそ

うとすると、ＤＸ化であったり、本当に手作業でや

るんであれば人を増やすとか、そういったことも重

なってくるので、我々としてはかなり一生懸命やっ

ていて、婚姻数、大体１割弱ぐらいがこの豊岡市の

結婚相談に絡んだ結婚数ですので、豊岡市としては

割と頑張ってるほうではないかなというふうに考

えてるとこです。以上です。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） さっきの宮田課長の話を聞い

たり、今、谷岡部長の話を聞いたり、頑張っていら

っしゃるのは確かなんでしょうけれども、感覚的に

もうともかく男性の未婚者が多いなという気がい

たしておりまして、こう見てると、さっきの縁むす

びさんでも女性登録が１４０で、男性が２６２とあ

ると。２倍弱の数の男性、男性が多くて女性が少な

いとなるわな、結果としては。さあ、どうしてクリ

アできるんかなと思うんだけども、ともかく日本全

国で考えるしかないんで、結婚したくない男性が多

い、できない男性が多い、こんな言い方したら失礼

なんですけども、でも、焦点を当てるとすれば、男

性に力をつけるしかないわな。 

○委員（福田 嗣久） 男性に力をつけるいうこと

は男性に、どういうの、男性、何ていうの、結婚相

談という、男性が強くなる、また、これも逆行する

んだけど、男性の魅力増強講座いうようなことも極

端な言い方したらせんなんちゃうかなというな。 

 それで、今度、逆にさっきの２６２対１４１考え

たら、女性はやっぱり広く募集してるもんじゃない

んで、そういうところもせんとなかなか解消せんな

思いながら、聞きながらしとるんですけど、いかが

でしょうか。 

○委員長（西田  真） 谷岡部長。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） 男性の力をつける

っていうのは、実はこの結婚促進事業が始まってか

らずっとやってることです。身だしなみも含めてい

ろんな力をつけていただこうということは結婚促

進事業できてからもうずっとやっています。ですけ

ど、どうしても、こちらでさっき言ったアウトリー

チというのか、手が届く範囲がそこまでたくさんの

人に手が届くわけではないというのもありますの

で、施策としてはしっかりやっていて、やり続けて

いるということです。以上です。 

○委員長（西田  真） 福田委員、よろしいか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そういうふうに力強く言って

いただいたら理解しながらですけども、子供の数の

ともかく極端な減少を見てますと、何が不足するの

かなということを常々思ってしまうんで、こんなち

ょっと程度の低い話を聞かせていただきましたけ

ども、そこをしっかり乗り越えていかんと少子化対

策、なかなかスムーズに行かんなという気がしまし

たので、当局の努力も、頑張ってることもよく分か

りますので、より以上頑張っていただきたいという
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ことを思います。 

 しかし、それとあわせて、もう一つ、竹中委員が

おっしゃった豊岡が、ここの地域は住みやすいんだ

よというやっぱし相当強いアピールがなかったら、

外からでも入ってくる場合、あるいは移住する場合

でも、子育てしやすい、生活しやすいっていうのは

相当強い力が要ると思います、それは予算が要るこ

とやけどね。その両極で、結婚する人を増やすいう

ことは一つ絶対に必要だし、もう一つは日本全国、

住みやすいとこ、いっぱいあるから、うろうろして

ると、どこへ行ったか、私、いろんなとこ行くと本

当にそれは感じますんで、それ以上に、但馬じゃな

くて、豊岡は住みやすいということをやっぱりもっ

と強くしていかんと人はとても増えないと思うん

で、これは皆さんだけのテリトリーじゃないかも分

からんけどね、市長を含めてということになりまし

ょうけれども、その辺のことを少子化対策という銘

を打って委員会をしたり集まってるんだったら、も

っと力入れる必要があるなと思いますけど、総括が

しにくいでしょうけど、部長さん方、どうですか。 

○委員長（西田  真） 谷口室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） 繰り返しになりますけ

ども、今年度、２０２０年の国勢調査を基に策定し

た人口ビジョンの分析におきまして、本市の出生数

減少の最大の要因は出産適齢女性の減少、これが最

も大きな要因です。その次に、全体の数が減る中で

未婚率が上がってるっていうこと、この２つがどん

どん子供たちを減らしていく最大の要因で、夫婦に

なった後の出生行動といいますか、出生率について

は、凸凹はありますけど、そんなに極端に下がって

ないということからすると、やっぱり社会増減によ

る若者、とりわけ女性の確保というところと残って

いただいた若者がいかに結婚していただくか、今、

この両輪だというふうに思ってますので、市役所挙

げて精いっぱいやっていきたいと思います。 

○委員長（西田  真） 福田委員、よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） はい、よろしいです。 

○委員長（西田  真） それでは、暫時休憩します。

再開は１０時３５分。 

午前１０時２８分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３２分再開 

○委員長（西田  真） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開いたします。 

 ほかにありませんか。（「関連で」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西田  真） 関連でいいですよ。 

 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） 関連なんで先に行かせてもら

って、すみません。芹澤です。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○委員（芹澤 正志） 先ほどの福田委員のちょっと

続きというか、１つ思うことがありまして、こっち

の地域と全く反対の減少が、いわゆる女性がいっぱ

いいて、男性がもうどっかに出たっきり帰ってこな

いみたいなところが、会派で視察行ったときに福岡

県が全国でも最もそういう減少が強いと。あと、北

海道とか宮城県とかがそれに続くみたいなことが

ありまして、非常に女性の未婚率も高い。なぜなん

だろうというところで、一生懸命、女性が帰ってく

るのをどうしたらいいんだとかなんとか、それもい

いんですけども、先ほど福田委員が言われたように、

豊岡、但馬の魅力っていうものを何とかしてそうい

う女性に理解していただいて、こちらの男性と、数

少ない男性ですけども、一緒になってこっちに住み

たいわぐらいの、何かもう外にちょっと目を向けて、

女性を引っ張ってくるぐらいの、そういうことをし

ないと根本的な解決にはつながっていかないじゃ

ないかなと思ってまして、せっかくそういう都市が

あるので、そういうことも何か考えられたことがあ

るんでしょうか。これから何かそういう案はないん

でしょうか、お願いします。 

○委員長（西田  真） どなたか答弁お願いします。

難しいですね。 

○委員（福田 嗣久） 芹澤さんの言う質問は勉強に

なるって言っとんなったで。 

○委員長（西田  真） どなたか答弁を。 

○委員（福田 嗣久） 女性が多いのは福岡県か。 

○委員（芹澤 正志） うん。大体年間、博多だけで
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も２，０００人ぐらいの方が……。 

○委員長（西田  真） 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） 男性が都会に行って帰ってこ

ない。女性は、住みやすいんだけども、土地にすご

い魅力はあって残るんだけども、男性がまず、いな

い、女性ばかりが残ってるみたいな、すごい羨まし

いような現象が起きてますので、何かうまくマッチ

ングできるような方法はないのかなというので、お

答えができないっていうことであれば、そういう施

策を何か考えれないのかなというふうに思ってま

す。 

○委員長（西田  真） 谷岡部長。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） 我々としては、な

かなかそこに行ってしまった人を戻すっていうこ

とは難しいですが、移住定住については１０年以上

前からやっいて、相当程度、年に１００人以上移住

者がありますので、しかも若い方が多いことがあり

ますから、そういう点では割と豊岡は全国の中でも

成功してきたんだろうと思います。地域おこし協力

隊も、今はトップファイブに入ることはないですけ

ど、全国的にも注目されるまちになっていますので、

少なくとも移住定住について、豊岡が全国に対して

打ち負けてるっていう感じは全くないです。むしろ

割と高評価があって、先ほど申し上げた地域おこし

協力隊でも全国的にも屈指の大きさで、そういう点

では注目されているとと思います。 

 今のところはそういった方々が来ていただいて

いて、地域の中でよく目を凝らして見ると、割と都

市からこの豊岡に来られてる方が増えているとい

う地域だと思ってます。ただ、委員が、何ていいま

すか、マスとしてというか、量としていないじゃな

いかと言われるとなかなか厳しいところがあって、

今、ちょっとずつちょっとずつ都会からも豊岡に目

を向けていただいてて、増えてる状況だというふう

に私としては思っています。以上です。 

○委員長（西田  真） 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） ぜひとも何かもう一つびっく

りするような、突き抜けたようないいアイデアがな

いかなって思いますので、引き続き一緒に考えてい

ければと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） よろしいですか。 

○委員（芹澤 正志） はい。 

○委員長（西田  真） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません、先ほどからもあ

るんですけど、やっぱり人口減少っていうのは、一

番解決しやすいのは少子化対策だと思ってるんで

す。少子化の原因、じゃあ、何かっていったときに、

先ほどからずっと話が上がってますけど、やはり女

性の社会進出ですとか未婚率の増加、それから晩婚

化なんかがよく上げられるんですけど、これってあ

る意味、個人情報保護法とかハラスメントとかジェ

ンダーとかいうのの相反する部分のような気がし

てるんです。当局としては、この辺を少しぎりぎり

まで踏み込んでやろうっていう意思があるのかっ

ていうことと、そういったことがこれ、やばいよっ

ていう法的判断をする方が、部署があるのかってい

うのをちょっと２点教えていただけませんか。 

○委員長（西田  真） 谷岡部長。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） ぎりぎりまでの法

的判断を少なくともこの件でしていません。ただ、

豊岡市全体としては法制の担当がいますので、持ち

込めばそこが判断することになると思いますが、今、

施策上で何かジェンダーのことで、課題になってる

ということはないです。 

 しかし、いろんな部署にボトルネックがあって、

女性は女性が多い職場や男性が多い職場があって、

行き来が多過ぎて、豊岡に定着なかなかしてないと

か、いろんな課題があります。さまざまな機関で同

じような課題があって、そういったことを何かうま

いこと結びつけるようなことをやっていきたいな

と思っています。以上です。 

○委員長（西田  真） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） 特に結婚するときに、先ほど

話がちょっと出てましたけど、縁むすびさんの話を

聞いてたら、これはあんまりジェンダー的にはよろ

しくないんでしょうけど、やっぱり女性らしく、男

性らしくしたほうがいいよみたいなアドバイスを

よくされてるんですけど、これってジェンダー的に
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はちょっと何かどうなんだろうなといつも疑問が

あって、でも、ここは振り切って、やはり結婚とい

うのはもうある意味大事なんで、何でしょうかね、

強引に、行政ではやりにくいとは思うんですけど、

そういうときは振り切っていただきたいなと思う

ことがよくあるので、その辺、難しいとは思います

けど、個人情報とかハラスメントとかジェンダーを

意識しつつも、ちょっと踏み込んでいただいた施策

をしていただけたらと、難しいとは思いますけど、

個人的な感想です。以上です。すみません。 

○委員長（西田  真） どなたか答弁。 

 谷岡部長。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） 男性らしくってい

うことを言い過ぎると、男性のほうがいろんなこと

を役を受けなきゃいけないということで、社会的に

なかなか生きづらいということがあったり、女性は

女性で逆のことが、違うことがあります。一方で森

垣委員が言われてることもありますので、我々もデ

ィスカッションを内部でもできたらなと思います。

以上です。 

○委員（森垣 康平） ありがとうございます。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（森垣 康平） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

○委員（太田 智博） いいですか。 

○委員長（西田  真） いいですよ。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） すみません、産後ケアの関係

で少しよろしいですか。以前にも一回一般質問をさ

せていただいて、当時は谷岡部長が多分、答弁をし

ていただいたかなというふうに記憶してるんです

けど、どこの自治体でも産後ケア事業、取り組みさ

れてまして、出産後のお母さんのケア、子育て、い

ろんな不安のある中のケアをされてるんですけど、

三田市とかのほかの自治体では出産後に子供さん

が何かの理由で亡くなられてしまって、お母さんも

精神的に不安定になられるケース、姫路でもあるん

ですけど、そういう方の産後ケアっていうのもホー

ムページとかでしっかり掲載をしていただいて、子

育て中だけのケアではなくて、何かの理由で子供さ

んが亡くなったときの母親のケアっていうのも今、

広がりつつあるんですけど、一時期、豊岡市のホー

ムページもそれ、アップしていただいたこともある

んですけど、最近、アップされてないのかなと思い

ますので、そういうこともＰＲをすると子育てしや

すい環境みたいなものにもつながるのかなと思い

ますので、１個考えていただけたらなと思うのが一

つともう１個、若い者、豊岡に帰ってこない理由に

働くとこがないということがよく言われるんです

けど、例えばある大手企業が豊岡にテレワーク専用

で、出勤するんじゃなくて、大手企業のテレワーク

として家で仕事をしていただく。例えばそれがその

時間拘束されるわけじゃなくって、できる間で仕事

をしていただくとなると、子育て中で外に出にくい

お母さん方、お父さん方もそこで少し仕事ができる

のかなっていうふうにも思うし、そういう企業が今、

何ぼか豊岡市に目をつけて、考えてるとこがあるっ

ていう話は聞くんですけど、もしそんな話が出てき

たときに豊岡市のスタンスってどういう、今いきな

りそういう質問したんでちょっと答弁しにくいか

も分かりませんけど、ああ、もう全然ウエルカムで

すよってなるのか、いやいやっていうようなのか、

もしその辺お聞かせいただけるんであれば聞かせ

ていただきたい。２点について。 

○委員長（西田  真） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 今、太田委員がお

っしゃったのはグリーフケアのことかなと思いま

す。ホームページ、掲載しております。 

 それから、今、先ほど説明の中で、国の制度、妊

婦支援給付金の関係で、やはり、実はこれ、制度変

わって、流産された場合も対象になってますってい

うこともあって、病院と連携を取って、流産された

場合はうちも把握しています。その場合は直接ご本

人と連絡を取って、必ずケアのほうに努めていると

いうところです。 

○委員（太田 智博） ありがとうございます。 

○こども未来課長（若森和歌子） それから、２点目

のほうについてはちょっと私からでは……。 
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○委員長（西田  真） 瀬崎部長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 先ほどご質問いただ

きました事業につきましては、今年度も取組をして

おります。ＩＴ企業の支援補助金ということです。

市としては、答えでいくとウエルカムです。実際に

昨年、太田委員にもお声がけもいただいて、某企業

さんに豊岡市でそういったＤＸを使うような、何か

テレワークをするような企業ということでご視察

もいただいてます。問合せもいただいておりまして、

実はこれ、全県的に兵庫県でもＩＴ企業融資補助金

という制度を持っておられまして、市町村がそうい

った内定をした場合には県も随伴補助をしますよ

っていうような制度です。 

 ただ、問題点も幾つかありまして、やはりそうい

ったいい居抜き物件ですね、条件がいい物件、やは

り企業さんも新たな更地に事務所を建てるってい

う、企業誘致としてはなかなかハードルが高いので、

いい居抜き物件が好条件であって、さらには、言葉

はよくないですけども、適切な労働力、これが企業

が望む形で、２時間のパートですとか半日のパート

ですとか２４時間ですとか、様々な形態であるとい

うのが企業さんとしては当然の要因になってきま

す。そうなると、今のような状態でいきますと、分

母の多い都市部ですね、学生さんを含めてというと

ころでそういったＩＴ企業がどんどんどんどん居

抜き物件で入ってきておられるといった状況にあ

ります。ただ、豊岡市としては過去からそういった

ところも先輩方、目をつけられて、しっかりと支援

制度を持っとられますので、今後も引き続いてそう

いったＩＴ企業、お声かけがいただけるような取組

は進めたいというふうに思っています。以上です。 

○委員長（西田  真） 太田委員。 

○委員（太田 智博） ありがとうございました。 

○委員長（西田  真） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

 真狩課長。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 先ほど男女の未婚率

についてですけども、資料が見つかりましたので、

ご報告させていただきます。 

 ２０２０年の国勢調査の概要というものを総合

戦略の後半に実は資料としてつけている分があり

まして、それに基づいてなんですけども、２０２０

年の国勢調査の結果にあくまでなりますけども、２

０歳から４９歳までの年齢階級別で未婚率という

のが出ておりまして、総数自体がそもそもこの４９

歳までの年齢階級別でいくと男性のほうが多い、女

性のほうが少なくて。不思議なことに５０歳以上に

なってくると、今度、それぞれの階級で女性のほう

が多くなってくるという前提はあります。２０２０

年、男女ともに全ての年齢階級で未婚率というのは

上昇しています。２０歳から２４歳のところでいき

ますと、男性で９２．５％、女性で８９．０％、そ

れから２５歳から２９歳、男性で７３．９％、女性

で５７．８％、３０歳から３４歳、男性です、男性

で５０．６％、女性で３０．７％、以下３５歳から

３９歳、それから４０歳から４４歳、４５歳から４

９歳それぞれに率というのは出ていますけども、相

対的に男性のほうが１０ポイント以上高いという

ような傾向が続いているという、そういうふうなデ

ータとなっております。以上です。 

○委員長（西田  真） 真狩課長、それはホームペ

ージに載っとんですかね。 

○経営企画課長（真狩 直哉） はい、ホームページ

に載っております。 

○委員長（西田  真） 分かりました。 

太田委員、よろしいか。 

○委員（太田 智博） ああ、もう載ってる。 

○委員長（西田  真） ああ、そうか。 

 じゃあ、よろしいか。 

○委員（太田 智博） よろしいよ。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、ないようですの

で、以上で委員会所管事項の現状については終わり

ますが、この際、当局から何かご発言がありました

らお願いしたいと思います。 

 丸谷参事、一言もしゃべっておられませんが、何

かありませんか。何か一言言われたらどうでしょう
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か。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 それでは、ないようですので、当局の職員の方は

退席をしていただいて結構です。お疲れさまでした。

ありがとうございました。 

 暫時休憩します。 

午前１０時５１分休憩 

──────────────────── 

午前１０時５３分再開 

○委員長（西田  真） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開いたします。 

 次に、（２）番の委員会の運営方針についてであ

ります。 

 委員会重点調査事項をＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上の

本日のフォルダの中、次第等の資料４ページ目に配

信しております。見ていただいて、ご意見があれば

と思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 暫時休憩します。 

午前１０時５３分休憩 

──────────────────── 

午前１０時５３分再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開いたします。 

 それでは、特に意見はないということでよろしい

ですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） これらの項目を当委員会の

重点調査事項として、それでは、ご異議等はありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしということで、

そのように決定をいたしました。 

 それでは、次回の委員会で特に調査を進めていき

たい項目があればご協議いただきたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午前１０時５４分休憩 

──────────────────── 

午前１０時５８分再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開いたします。 

 先ほどの重点調査事項の件でありますけど、先ほ

ど決定をいたしましたけど、異議なしということで

したけど、ちょっと休憩中に再検討いうことであり

ましたので、森垣委員のほうから発言をお願いしま

す。 

○委員（森垣 康平） やはり先ほどの当局の話を聞

いていましても、人口減少の根本に係る部分という

ことで結婚支援というワードを少し重点事項の中

に入れていただきたいと思いますので、２番の子育

て支援と含めて、一緒に１つ項目を増やしていただ

きたいと思います。 

○委員長（西田  真） ありがとうございました。 

 それでは、２番目に、結婚・子育て支援に関する

事項ということで、結婚を入れたいと思いますけど、

皆さん、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、異議がないよう

ですので、重点項目はそのように決定をいたしまし

た。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） 次回の、先ほどの話の続きだ

と思うんですけど。 

○委員長（西田  真） どうぞ、はい。 

○委員（太田 智博） このままこれ、あまりやると、

ぼやっとぼやけてしまって前に進まないですので、

さっき福田委員も芹澤委員も森垣委員も結婚のほ

うを結構重視されとったんで、そこに特化して次や

ってもらえんかなっていうイメージはありますね。

何か全部やっていくとまたぼやけちゃうんで、結婚

支援のためにもう少し深掘りした施策とか、そうい

うのでやってもええかも分かりませんけど、最終的

には正副にお任せはしますけど。 

○委員長（西田  真） 今、太田委員からありまし

たように、次回は結婚支援を重点的にしたらどうか

ということでありましたけど、皆さん、ほかに意見

があれば、ないですかね。 

 それでは、太田委員が言われましたように、次回

は結婚支援を重点に行うということでご異議あり

ませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） そうしたら、次回は結婚支

援……。 

○委員（太田 智博） 異議はございませんけど、結

婚支援はどこの部になるんですか、これ。地域づく

り……（「地域づくりか」「地域づくり課か」「多

様化の分野とか」と呼ぶ者あり）ああ、そう。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（太田 智博） よろしいで。 

○委員長（西田  真） それでは、次回は結婚支援

を重点的に行いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 この件につきましては、正副委員長に一任をして

いただきたいと思います。よろしいですね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、（３）番、その

他です。 

 その他として管内視察、管外視察の件で協議を願

いたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午前１１時００分休憩 

──────────────────── 

午前１１時０５分再開 

○委員長（西田  真） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開いたします。 

 休憩中に管内視察、管外視察の件で協議をいただ

きました。 

 管内視察は後日ということでありますけど、管外

視察の日程であります。７月の６日月曜日から１０

日の金曜日まで、ここの間の１泊２日で結婚支援、

そういうことで、相手さんのこともありますんで、

日程を押さえていただくということでやりたいと

思いますけど、皆さん、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、管外視察は７月

６日月曜日から７月１０日金曜日までの間の１泊

２日で行うということで決定をさせていただきま

す。 

 そのほか、皆さんから何かご意見ありませんか。

よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、ないようであり

ますので、以上をもちまして委員会を閉会いたしま

す。お疲れさまでした。 

午前１１時０６分閉会 

──────────────────── 

 


